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研究成果の概要（和文）：ラット脳幹脊髄摘出標本モデルを用い、本研究の実験群であるデクス

メデトミジンを投与し呼吸中枢の活動を調査。標本は潅流槽におき、95%O2, 5%CO2で飽和した

人工脳脊髄液で潅流。呼吸性ニューロンの呼吸性活動出力モニターとして、C4 前根から吸息性

活動を吸引電極を用い記録。デクスメデトミジンを潅流液中に投与し、呼吸抑制および呼吸変

化が生じるときの呼吸性ニューロンの活動性出力を連続的に記録。結果は用量依存生にデクス

メデトミジンによる呼吸中枢の呼吸性ニューロン活動出力が抑制された。しかしながら一般的

な臨床使用濃度では呼吸性ニューロンの活動性には明らかな影響は認められなかった。高濃度

での呼吸性ニューロン活動の抑制はα受容体の刺激による間接的な影響が示唆され、呼吸性ニ

ューロンへのデクスメデトミジンの直接的影響は少ないと思われた。 

 

研究成果の概要（英文）：I administer dexmedetomidine which is the experimental group of 

this study and, with a rat brainstem spinal cord preparation, investigate the activity 

of the respiratory center. It is perfusion in the artificial cerebrospinal fluid which 

the specimen rises to perfusion tank, and was saturated with 95%O2, 5% CO2. As a breathing 

of the respiratory neuron activity output monitor, it is recorded inspiratory activity 

with an absorption electrode by a C4 ventral root. I administer dexmedetomidine in 

perfusion liquid and record the activity characteristics output of the breathing when 

respiratory depression and a breathing change occur-related neuron continually. As for 

the result, respiratory neuron activity was depressed dose-dependency by dexmedetomidine. 

However, the clear influence was not recognized in activity characteristics of the 

respiratory neuron by the general clinical use density. As for the restraint of the 

breathing in the high density-related neuron activity, indirect influence by the 

stimulation of the alpha-adrenoreceptor was suggested, and it seemed that there was little 

direct influence of dexmedetomidine to the respiratory neuron in the medulla. 
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１．研究開始当初の背景 

麻酔薬は呼吸抑制を持つが、機序は解明

されていない。鎮静剤アルファ２―アゴニ

スト・デクスメデトミジンは呼吸抑制を生

じないといわれている。しかし、他のタイ

プのアルファ２―アゴニストは延髄呼吸

中枢に対し直接的抑制作用を持つとされ

ている。なぜ同じアルファ２―アゴニスト

であるデクスメデトミジンが臨床的に呼

吸抑制を起こさないのかは解明されてい

ない。 

 

２．研究の目的 

ベンゾジアゼピン系麻酔薬とアルファ

２―アゴニスト・デクスメデトミジンによ

る呼吸変動時、呼吸性ニューロンの解析を

行い、その呼吸中枢ニューロンのネットワ

ークシステムの変動を解明する事を目的

とした。 

 

３．研究の方法 

ラット脳幹脊髄摘出標本モデルを用い、

ベンゾジアゼピン系麻酔薬およびアルフ

ァ２―アゴニスト・デクスメデトミジンを

使用する。標本は潅流槽におき、95%O2, 

5%CO2 で飽和した人工脳脊髄液で潅流する。

呼吸性活動の出力モニターとして、C4 前根

から吸息性活動を吸引電極を用い記録す

る。呼吸性ニューロンは直径 2-3m の

thin-wall borosilicate ガ ラ ス 管 を 用

い ”blind” パッチクランプ法によるホー

ルセル・レコーディングにより膜電位解析

を行う。ベンゾジアゼピン系麻酔薬または

アルファ２―アゴニスト・デクスメデトミ

ジンを潅流液中に投与し、呼吸抑制および

呼吸変化が生じるときの呼吸性ニューロ

ン膜電位の変化を測定する。すべての電気

信号は専用のコンピュータ・プログラムに

より解析され、延髄呼吸中枢の呼吸性ニュ

ーロンネットワークの変化を調べる。 

 
４．研究成果 

用量依存生にデクスメデトミジンによ

る呼吸中枢の呼吸性ニューロン活動出力

が抑制された。しかしながら一般的な臨床

使用濃度では呼吸性ニューロンの活動性

には明らかな影響は認められなかった。高

濃度での呼吸性ニューロン活動の抑制は

α受容体の刺激による間接的な影響が示

唆され、呼吸性ニューロンへのデクスメデ

トミジンの直接的影響は少ないと思われ



た。 
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